
1豚肉の巻く側に片栗粉を軽くまぶし、タラの芽に巻いていき
ます。豚肉一枚で足りない場合は、もう一枚続けて巻きます。
（写真ではタラの芽と分かるようにすべてに巻きませんでした
が、上部の葉の部分まで巻いた方が風味も逃げず、油っぽくな
りません）

2ふたのあるフライパンを熱し、バターを溶かしたら豚肉巻き
のタラの芽を並べます。

3弱火で約3分ほど蒸し焼き状態にしたら、ひっくり返しても

う一度3分ほど蒸し焼きにします。

4焼き上がったなら、強火にしてしょう油を回すように入れま
す。火を止めて、味をなじませるように肉を転がします。

5半分に切って皿に盛りつければ出来上がり。付け合わせには、
さっぱりとしたサラダがおすすめです。しょう油とバターは相
性がよく、タラの芽がない時期でも、豚肉をバターで焼き、し
ょう油を加えて焼いたものをご飯にもれば、おいしい豚肉丼に
もなります。

しゃぶしゃぶ用の豚肉で巻いてバターでソテーすると、ご飯にもあう新メニューが。
決め手は最後に加えるしょう油です。

材料（2人前）
・タラの芽（大）………6個
・バター ………………大さじ1
・片栗粉 ………………適宜
・しょう油 ……………小さじ2杯

【皆さんからのご意見・情報をお待ちしています】情報は原則としてファックスか郵送でお願いします。
〒028-3390 岩手県紫波郡紫波町日詰字西裏23-1 ファックス／672-2311 紫波町「紫波ネット」情報係まで
【紫波町ホームページアドレス】http://www.town.shiwa.iwate.jp

産
直
発
・
旬
を
味
わ
う

天
ぷ
ら
に
飽
き
た
ら

豚
肉
巻
き
で
タ
ラ
の
芽
を
賞
味

目
　
次
　C

O
N

T
EN

T
S

今
号
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
１

行
政
改
革
の
効
果

一
億
千
七
百
万
円
…
…
…
…
2

今
号
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
２

町
民
意
識
調
査
中
間
報
告
…
…
…
6

公
民
館
で
お
す
す
め
の
教
室
一
覧

…
…
…
12

【
我
が
サ
ー
ク
ル
、
た
だ
い
ま
奮
闘
中
！
】

町
民
バ
ン
ド

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
17

【
一
番
身
近
な
リ
サ
イ
ク
ル
＆
エ
コ
ロ
ジ
ー
】

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
効
果
は
…
…
…
…
…
27

「我が町を知る」「我が近隣を知る」「我が将来を知る」ための総合広報

発行／岩手県紫波町　編集／企画課

山
菜
ま
っ
盛
り
の
産
直
に
数
多
く
あ
っ
た
の
が
タ
ラ
の
芽
。
で
も
天
ぷ
ら
は
こ
の

前
食
べ
た
し
、
ゴ
マ
あ
え
で
は
ち
ょ
っ
と
も
の
足
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皆さんからのアイディア料理募集してい
ます。地元の素材を使った自慢の料理を
顔写真入りで紹介します。申込は下記
「紫波ネット表紙料理」係まで



分　権 
自己決定と自己責任の原則に立った分権 
型行政への転換を図り、町民の多様な 
ニーズに対応した個性ある町づくりを 

進める。 

参　加 
情報の提供などに努め、分かりやすく親し 
みやすい行政、透明性の高い行政運営を行 
いながら、町民参加型の町づくりを 
より高い目標に向かって進めていく。 

効　率 
無駄を省き、効率的な行政運営に努める 
とともに、足腰の強い行政を進める。 

行政改革の理念

厳しい経済状況のなか、限られた財源で効果的な行政運営を行いながら、福祉やサービスの向上を図るため、平成８年３
月に６項目からなる「行政改革大綱」を策定しました。
この大綱に基づき具体的行動計画である『行政改革実施計画』を定め、平成８年度から12年度を集中改革期間として色々な取
り組みを行っています。ここではこの実施計画に基づく町の行政改革の取組状況についてお知らせします。

紫波ネット 2
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ま
っ
て
財
政
の
維
持
が
で
き
る
か
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

次
に
地
方
分
権
の
推
進
に
対
応
し
た
地
方
自

治
体
の
行
政
体
制
の
整
備
と
い
う
面
か
ら
も
、

行
政
改
革
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
や
県
へ
の
依
存
体
質
か
ら
脱
却
し
、
分
権

型
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
、
既
成
の
概
念
・

価
値
観
の
転
換
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
対
等
、

自
己
責
任
（
自
己
決
定
）
の
原
則
に
立
ち
、
町

民
参
加
、
町
民
主
体
の
行
政
を
通
し
て
、
地
域

の
自
立
を
高
め
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
推
進

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

価
値
観
の
多
様
化
や
意
識
の
変
化
を
背
景
と

し
て
、
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
全
職
員
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
し

て
、
ま
た
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
前
例
・
慣
例
主
義
か
ら
脱
却
し
た

柔
軟
な
発
想
が
必
要
で
す
。

地
方
主
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
、
自
立
心
に
あ
ふ
れ
、
町
民
の
信
頼
と

期
待
に
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

行
政
改
革
と
い
う
言
葉
が
毎
日
の
よ
う
に
目
に

飛
び
込
ん
で
き
た
り
耳
に
し
た
り
し
ま
す
。
行
政

改
革
は
一
体
何
を
目
標
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

行
政
改
革
と
は
行
政
の
仕
組
み
を
変
え
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
次
の
よ
う
な
視
点
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
以
降
、
わ
が
国
の
経
済

情
勢
は
低
迷
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
国
の
財

政
赤
字
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
す
。
金
融
不
安
や
雇
用
不
安
な

ど
を
中
心
と
し
た
長
引
く
景
気
低
迷
の
状
況
の

下
、
国
で
は
財
政
構
造
改
革
法
を
凍
結
し
て
、

景
気
回
復
策
を
当
面
の
最
優
先
課
題
と
位
置
付

け
、
現
在
総
合
経
済
対
策
に
全
力
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
に
伴
い
財
政

赤
字
が
ま
す
ま
す
膨
ら
む
と
と
も
に
、
町
の
借

入
金
で
あ
る
町
債
の
残
高
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
依
然
と
し
て

乏
し
く
、
地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
（
補
助

金
）、
町
債
な
ど
に
大
き
く
依
存
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
が
現
状
で
す
。
一
方
高
齢
化
、
少
子
化
、

産
業
振
興
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
行
政
課
題
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。

国
は
財
政
赤
字
対
策
と
し
て
地
方
交
付
税
の

見
直
し
、
地
方
債
の
抑
制
、
補
助
金
の
統
合
化

な
ど
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
景
気
低
迷
と
あ
い

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
の
た
め
に

行
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す

財
政
的
要
因

行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め

外
的
要
因

地
方
分
権
の
推
進
の
た
め

内
的
要
因

職
員
の
意
識
改
革
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行
政
改
革
の
必
要
性
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◇イベント関係の見直し
・マウンテンバイク大会の廃止　▲785千円
・町民運動会の隔年開催　▲400千円
・成人式の開催を午後に　▲860千円

◇町県民税、固定資産税の全期
前納報奨金の段階的廃止（Ｈ9～　）

▲6,098千円

◇一時借入金利率の入札等 ▲6,006千円

◇庁舎案内の改善 ・専門の臨時職員を配置　▲716千円

◇省エネの推進（光熱水費） ▲3,346千円

◇ゴミの減量化
・分別収集、リサイクル活動の推進　▲25,917千円
※参考　国民一人当りゴミの量　　1,100ｇ／日

町民一人当りゴミの量　　　731ｇ／日

◇温泉バスの送迎運行委託 ▲872千円

◇入札事務の一元化
・入札事務の統一化、効率化が図られ、また業者選
定における透明性が向上した。

◇水道使用料と下水道使用料の納付書の一元化 ▲442千円（郵便料）

◇敬老のつどいの見直し
・町主催の敬老会を廃止し、地区敬老会の充実を図
った。▲261千円

◇旅費の見直し

・町内旅費の廃止と支給基準の改正　▲3,555千円
近隣市町村（盛岡市など）への出張の際の日当支
給を従来と比較し半額を限度に支給。
4時間を越える場合1,100円、4時間以内は支給なし。

◇食糧費の見直し ・食糧費執行基準の策定　▲1,100千円

◇公用車の一元管理 ・公用車の効率的活用

◇口座振替納付の拡充 ・国営土地改良事業負担金の口座振替を実施

◇機構改革
・18課1室を18課に再編
・高齢化社会、環境問題、地域安全に係る部門の再編
・行政サービス向上のため事務の整理統合（8業務32事務）

◇附属機関等への女性の登用

・平成12年までに委員の数を1割減らし（報酬▲
110千円）女性の登用を30％目標に取り組む。
※平成9年女性の比率 10.7％　平成10年 15.7％
委員の数　平成9年393人　平成10年305人

◇行政区の見直し
・人口急増地区を分割して再編
赤石2区を分割し18区を新設
日詰9区を分割し16区と17区を新設（日詰西地区）

表1 事務事業の見直し

表2 組織・機構の見直し

これまでの取り組みと成果
行政改革実施計画では、平成8年度から12年度まで34項目を実施することにしています。ここでは
項目ごとのこれまでの取り組み状況をお知らせします。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
事
務
事
業
の
見
直
し
（
表
１
参
照
）

◆
組
織
・
機
構
の
見
直
し
（
表
２
参
照
）

◆
定
員
管
理
お
よ
び
給
与
の
適
正
化（
表
３
参
照
）

◆
効
率
的
な
行
政
運
営
と
職
員
の
能
力
開
発

（
表
４
参
照
）

◆
行
政
の
情
報
化
の
推
進
な
ど
に
よ
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
（
表
５
参
照
）

◆
会
館
等
公
共
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
運
営

の
合
理
化
（
表
６
参
照
）

◆
町
単
独
補
助
金
等
の
整
理
・
合
理
化
（
表
７

参
照
）：

補
助
金
な
ど
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

『
町
単
独
補
助
金
等
の
整
理
・
合
理
化
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
』
を
策
定
し
、
行
政
の
責
任
分
野
、
経
費

負
担
の
あ
り
方
、
目
的
・
効
果
な
ど
の
検
討
を

加
え
、
運
営
補
助
費
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
そ
の
他
（
表
８
参
照
）

34
項
目
を
実
施
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◇業務見直しによる定数の減 ・勤労青少年ホームの定数の減　▲2,285千円

◇超過勤務の削減 ・ノー残業デーの設置と休日振替の活用の促進

◇臨時職員のパート化 ▲800千円

◇特殊勤務手当の見直し
・自動車運転手当、ボイラー作業手当、勤労青少年
ホーム勤務手当、浄化センター勤務手当の廃止

◇研修等の拡充
・職員の行政能力の向上　岩手県への派遣研修
・専門研修機関への派遣研修

◇オンラインシステムの更新

◇印鑑登録事務の電算化

◇水道図面管理システムの導入

◇インターネットによる情報発信
・ホームページアドレス

http://www.town.shiwa.iwate.jp

◇公園施設の管理委託 ・桜町街区公園等の委託

◇公共施設の管理運営を委託する法人の設立

表3 定員管理および給与の適正化

表4 効率的な行政運営と職員の能力開発

表5 行政の情報化の推進などによる行政サービスの向上

表6 会館等公共施設の設置および管理運営の合理化

平成9年度 平成10年度 平成11年度（参考） 合　　　　計

表7 町単独補助金などの整理・合理化（金額の単位：千円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

1 8,566 1 8.566

7 25,619 10 2,865 28 8,313 45 36,797

10 6,061 21 8,831 45 4,205 76 19,217

258 658 916

項　　　目

債務負担

事業補助金

組織補助金

その他（会議・

研修負担金など）

17 31,680 31 11,954 74 21,742 122 65,496計

表8 その他

◇町有地の活用　売却額20,750千円

◇修学援助申請事務の簡素化

◇農業委員会の許認可事務に係る
処理期間の短縮

◇宅地開発に係る届出事務の改善

◇勤労青少年ホームの施設開放

◇中央保育所の施設開放

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
行
政
改
革
に
よ
る
費

用
効
果
は
、

一
億
千
七
百
九
十
三
万
七
千
円

に
な
り
ま
す
（
注：

平
成
十
一
年
度
に
係
る
補

助
金
な
ど
の
見
直
し
を
除
く
）。

当
初
の
実
施
計
画
の
進
捗
状
況
は
三
十
四
項

目
の
う
ち
二
十
八
項
目
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。（
達
成
率
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
）

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
行
政
改
革
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
新
た
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
行
政
改
革
実
施
計
画
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
情
報
公
開
条
例
と
個
人
情

報
保
護
条
例
の
制
定
を
行
い
ま
す
。
公
正
の
確

保
と
透
明
性
の
向
上
を
目
指
し
、
町
政
に
関
す

る
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
い
、
開
か
れ
た
町

政
を
推
進
し
ま
す
。

今
後
も
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
せ

総
務
課
事
務
改
善
係
1
６
７
２-

２
１
１
１

内
線
３
１
７
　
有
線
01-

８
９
３
２

目
標
の
82
％
達
成

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
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0 500

豊かな自然環境の町 

居住環境に恵まれている 

通勤・買い物に便利 

就業の場に恵まれている 

気候風土に恵まれている 

人情豊かで情緒に富んでいる 

農業の盛んな町 

医療・福祉が充実している 

教養・文化施設が充実している 

スポーツ・余暇施設が充実している 

高速交通網に近接し、立地条件がよい 

これからの発展の可能性が大きい 

768

310

532

30

262

149

434

71

15

24

321

535

自然が少ない 

居住環境が不備 

通勤・買い物に不便 

風土や土地柄が合わない 

隣近所の過干渉や近所づきあいが苦手 

医療福祉に不満がある 

教養・文化施設が不足している 

スポーツ・余暇施設が不足している 

高速交通網が不足し、立地条件が悪い 

これからの発展の可能性が低い 

就業の場が少ない 

その他 

30

112

268

269

127

442

40

0 500

特にない 

無回答 

229

23

162

203

28

97

84

0 500

下水道・生活排水処理施設の整備 

特別養護老人ホームなどの高齢者福祉施設の充実 

保健・医療充実のための専門医療機関の整備 

文化・教育振興のための図書館・史料館などの整備 

美しい景観づくりのための自然や歴史的建造物の保全・保護 

余暇活動を盛んにするための趣味・教養・スポーツ講座の充実 

その他 

分からない 

無回答 

842

792

778

428

304

318

58

135

97

紫波町をどう
感じているか
（プラス面）

生活環境の整備に
必要と考えていること

紫波町をどう
感じているか
（マイナス面等）

みなさんは紫波町をどう感じていますか？

2

町では平成13年度からの新しい町づくりの基本
となる「基本構想」の策定作業を進めています。
基本構想を作るにあたっては、できるだけ多くの
町民の皆さんのご意見やご要望を反映させること
を目的に「町民意識調査」を行いました。
調査は紫波町に住んでの印象から始まり、産業
の振興、社会参加活動など５項目、15の設問に回

答をいただきました。また町づくりについて自由
に記述いただく、「個性と魅力ある紫波の町づくり
を進めるための意見・提言」には985件のご意見・
ご提言をいただきました。
町では今回の調査を次期基本構想に反映させ、
町民と行政が一体になった町づくりの実現のため、
今後も全力を傾けていきます。

グラフの単位：人

グラフの単位：人
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0 500

自動車、弱電、機械器具、 
食品などの製造業の立地 

マスコミ、出版、コンピューター 
ソフトの開発など情報産業の立地 

集・出荷、卸売業など流通産業の立地 

試験・研究機関の立地 

その他 

分からない 

無回答 

 454

286

343

107

48

504

163

0 500 1000

営業努力による個店の魅力アップ 

個店では限界があるため、商店街としての魅力アップ 

商店移転を含む区画整理事業などの導入による商店街の再生 

集客を高めるためのイベントなどの開催 

今のままでいい 

その他 

分からない 

無回答 

572

 1,027

691

690

166

99

280

68

0 500 1000

議会広報紙 

有線放送による広報 

窓口などによる情報公開 

インターネットの活用 

行政資料の公開 

その他 

分からない 

無回答 

1,192

446

372

281

285

490

34

276

129

広報紙 

0 500 1000

大変満足 

やや満足 

普通 

やや不満 

大変不満 

分からない 

無回答 

235

134

1,011

177

46

332

113

0 500

町長との懇談会 

投書（提案）制度の導入 

町政モニター制度の導入 

行政相談室の開設 

職員の地域担当制の導入 

公聴会の開催 

町民アンケート 
調査の定期的な実施 
インターネット 

（Eメール）の活用 

その他 

分からない 

無回答 

363

350

300

292

361

265

526

219

27

446

166

0 500 1000

後継者の育成 

中核農家の育成 

主産地形成の促進 

複合経営・多角化の推進 

農畜産物の品質向上 

流通の合理化 

有機農産物の栽培 

産地直売施設の充実強化 

その他 

分からない 

無回答 

989

230

220

244

224

351

314

347

68

426

122

農業振興に
必要と考えて
いるとこと

地元商店振興に
必要と考えて
いるとこと

産業振興のために
どのような企業
立地が必要か

広聴・広報
活動について

広聴活動への要望

力を入れてほしい
広報は？

紫
波
町
民
の

考
え
で
す
。

グラフの単位：人

グラフの単位：人



紫波ネット 8

0 500

団体などへの加入者が少ない 

実施事業などへの参加者が少ない 

活動資金の不足 

活動場所（施設）などの利用の節約が多い 

活動場所（施設）・用具が少ない 

活動場所（施設）の利用料が高い 

その他 

無回答 

612

435

322

147

267

69

152

875

0 500 1000

青少年育成団体 

女性団体 

高齢者団体 

地域づくり団体 

文化・芸術団体 

スポーツ団体 

福祉団体 

国際交流団体 

その他 

団体に加入していない 

無回答 

188

285

225

36

154

141

41

16

89

1,103

87

0 500 1000

仕事（家事・育児）が忙しい 

経済的に余裕がない 

年をとったら 

仲間がいないから 

場所（施設）が少ないから 

家族の理解がないから 

活動団体の有無や活動内容の情報が少ない 

その他 

無回答 

969

435

357

276

272

64

586

116

286

活動に参加する
ための課題活動にする

ための課題

団体活動に
加入しているか

福祉ボランティア活動 

花いっぱい活動 

ごみの減量・リサイクル活動 

青少年の健全育成 

195

266

386

180

0 500

自治会・町内会などの地域活動 

消費者保護、生協活動など 

環境の保全・保護活動 

文化・教養・学習活動 

郷土に伝わる文化・芸能の保存活動 

スポーツ（健康）活動 

防犯・防火活動 

国際理解・交流活動 

その他 

活動していない 

無回答 

420

41

79

193

74

270

162

29

36

744

106

日頃活動している内容

※この調査は、無作為に選んだ15歳以上の町民3,000人（全町民の約１割）に行政区長を通じて調査票を配布し、記入いただく方
法で行い、2,115人の方から回答をいただきました。（平成11年３月実施）

グラフの単位：人



9 S H I W A  N E T

保健・医療、福祉の増進をはかる活動 

社会教育の推進活動 

まちづくり活動 

芸術・文化活動 

485

113

356

335

0 500

スポーツ・健康づくり活動 

救援活動（被災者の救援など） 

地域安全活動（交通安全・防犯・防火） 

環境の保全・保護活動 

人権擁護、平和の推進活動 

国際協力活動 

男女共同参画社会形成を進める活動 

子どもの健全育成活動 

その他 

分からない 

無回答 

655

156

215

605

92

109

79

450

56

415

267

0 500

現在活動しており、今後も積極的に参加したい 

興味があり、将来は参加したい 

参加したいと思わない 

NPOを理解していないので判断できない 

分からない 

無回答 

67

275

136

849

524

194

福祉ボランティア活動 

花いっぱい活動 

ごみの減量・リサイクル活動 

青少年の健全育成 

195

266

386

180

0 500

空気や水がきれいで、豊かな自然環境が守られているまち 

産業が盛んで働くところに恵まれているまち 

福祉・医療サービスが充実し、高齢者・障害児（者）が大切にされるまち 

災害や犯罪が少なく、安心して暮らせるまち 

教育環境が整い、子供たちを伸び伸び育てることができるまち 

住宅や公園、下水道などが整備され、快適な環境下で暮らせるまち 

道路などの交通環境が整備され、どこでも気軽に行き来できるまち 

伝統芸能や創作活動が盛んで文化・芸術の豊かなまち 

施設が整い、趣味・スポーツが楽しめるまち 

その他 

無回答 

1,181

650

949

819

537

538

384

144

375

22

89

NPOへの参加

今後活動してみたい分野

21世紀の紫波町の
姿への希望

2

紫
波
町
民
の

考
え
で
す
。

グラフの単位：人



愛
知
県
と
三
重
県
の

酒
造
会
社
で
出
稼
ぎ
者
懇
談
会

農
業
委
員
会
で
は
二
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま

で
、
愛
知
県
と
三
重
県
の
二
つ
の
酒
造
会
社
で
、

町
出
身
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
出
稼
ぎ
農
業
者
の
相
談
事
業
の
一

つ
で
、
会
社
側
も
同
席
し
行
わ
れ
た
も
の
。
十
四

名
の
町
出
身
者
か
ら
は
、
良
好
な
職
場
環
境
や
、

食
事
面
・
勤
務
時
間
面
で
も
健
康
を
気
づ
か
う
会

社
側
の
配
慮
が
報
告
さ
れ
、
元
気
に
働
い
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

ま
た
三
月
三
日
に
は
、
役
場
会
議
室
で
出
稼
ぎ

留
守
家
族
と
の
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。
出
稼
ぎ

先
で
の
け
が
や
病
気
な
ど
の
話
題
も
出
ま
し
た
が
、

働
く
姿
を
写
し
た
写
真
・
ビ
デ
オ
を
使
っ
た
報
告

に
、「
電
話
で
も
元
気
に
話
し
て
い
る
か
ら
」
と
安

心
し
た
様
子
で
し
た
。

家
族
経
営
協
定
の
実
際
例
を

分
か
り
や
す
く
説
明

家
族
で
楽
し
く
農
業
に
取
り
組
む
た
め
の
「
い

き
い
き
ア
グ
リ
セ
ミ
ナ
ー
」（
三
月
二
十
六
日
）、

「
い
き
い
き
パ
ー
ト
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」（
三
月
二
十
九

日
）
が
開
催
さ
れ
、
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
三
名
か
ら
の
実
践
発
表
を
中
心
に
、
農

業
を
通
し
て
の
生
き

が
い
、
経
営
に
参
画

す
る
こ
と
の
意
味
、

職
業
と
し
て
の
農
業

な
ど
現
状
を
認
識
し

な
が
ら
、
家
族
間
で

の
ル
ー
ル
づ
く
り
の

重
要
性
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

育
て
る
楽
し
み
が
一
番
で
す
が
、

農
業
の
楽
し
み
っ
て

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

新・農業人に聞く
長澤聖浩

まさひろ

さん（大巻・21歳）
◆平成11年3月、岩手県立農業大学校研究

科程卒業。現在、北上市の生物工学研究所
で臨時職員として勤務しながら、水稲を中
心に農業を行う。

祖
父
と
祖
母
の
背
中
を
見
て

農
業
は
ず
っ
と
好
き
で
し
た
ね
。
大
好
き

な
祖
父
や
祖
母
の
農
作
業
風
景
を
ず
っ
と
見

て
き
た
せ
い
も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
が
。
で
す

か
ら
農
業
大
学
校
へ
の
進
学
も
自
然
な
成
り

行
き
で
し
た
。
農
大
は
僕
に
と
っ
て
は
楽
し

か
っ
た
で
す
ね
。
農
家
出
身
者
が
多
い
ん
で

す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
人
で
も
情
熱
家
は
多

か
っ
た
で
す
。
東
京
か
ら
も
三
、
四
人
在
籍

し
て
い
る
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
そ
り
ゃ
あ
ま

じ
め
と
い
う
か
、
熱
意
に
あ
ふ
れ
た
人
が
多

か
っ
た
で
す
。

た
だ
そ
ん
な
情
熱
家
で
も
、
土
地
に
な
じ

む
と
い
う
の
は
難
し
い
よ
う
で
し
た
。
僕
は

こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、
近

所
づ
き
あ
い
も
青
年
部
の
集
ま
り
も
当
た
り

前
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
な
か
に
は
そ
う
し

た
こ
と
が
苦
手
で
、
岩
手
で
の
就
農
を
た
め

ら
う
人
も
い
ま
し
た
。

地
元
の
同
級
生
で
も
農
業
を
継
ぎ
た
く
な

い
と
い
う
人
は
大
勢
い
ま
す
。
僕
な
ん
か
は

変
わ
り
者
扱
い
さ
れ
ま
す
が
、「
好
き
だ
か

ら
」
と
し
か
答
え
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、

農
業
の
楽
し
み
っ
て
収
入
だ
け
じ
ゃ
な
い
と

思
う
ん
で
す
。

麦も昔ながらの作り方で。「この小麦でパンを作ってみたいんですよ」

紫波ネット 10



す
で
に
実
践
し
て
い
る
と
い
う
人
の
な
か
に
は

「
農
業
者
年
金
加
入
の
た
め
だ
け
の
協
定
で
は
な

く
、
家
族
間
の
役
割
・
権
利
を
認
め
合
う
の
が
大

事
」
と
い
う
人
も
あ
り
、
五
十
人
の
参
加
者
は
、

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

結
婚
相
談
員
が
一
年
の

締
め
く
く
り
に
研
修
交
流
会
開
催

三
月
三
十
日
、
一
年
間
の
活
動
の
締
め
く
く
り

と
し
て
結
婚
相
談
員
の
研
修
交
流
会
を
開
き
ま
し

た
。
十
年
度
も
二
十
名
の
結
婚
相
談
員
の
積
極
的

な
活
動
に
よ
り
、
定
期
的
な
情
報
交
換
や
外
国
人

花
嫁
の
研
究
も
行
わ
れ
、
最
終
的
な
紹
介
件
数
は

百
件
を
超
え
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
相
談

員
か
ら
は
「
最
後
は
本
人
同
士
の
気
持
ち
次
第
と

な
る
た
め
、
若
者
の
積
極
性
が
ほ
し
い
」
と
い
う

声
も
上
が
る
な
ど
、
結
婚
離
れ
が
進
む
な
か
で
の

紹
介
の
難
し
さ
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

紫
波
町
農
業
委
員
会
、

優
良
情
報
活
動
団
体
と
し
て
表
彰

四
月
七
日
、
東
京
都
文
京
区
「
椿
山
荘
」
で
開
催

さ
れ
た
、「
平
成
十
一
年
度
全
国
情
報
会
議
」の
席
上
、

紫
波
町
農
業
委
員
会
は
優
良
情
報
活
動
団
体
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

新
聞
普
及
部
数

の
部
で
全
国
第
九

位
、
ま
た
普
及
率

の
部
で
は
第
五
位

と
全
国
十
傑
に
入

る
活
動
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
、
昨

年
に
続
き
連
続
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
の
「
楽
し
み
」
は
深
く

（
本
を
め
く
り
な
が
ら
）
こ
れ
は
僕
が
九

年
間
か
け
て
祖
父
や
祖
母
、
周
辺
の
人
か
ら

聞
き
書
き
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
実
は
ま
だ
途
中
で
す
し
、
お
見
せ
す
る

の
は
恥
ず
か
し
い
ん
で
す
が
、
今
で
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
農
家
の
風
習
を
歳

時
記
と
し
て
集
め
た
も
の
で
す
。
一
応
「
農

家
の
年
中
行
事
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
付
け

た
ん
で
す
が
、
僕
が
好
き
な
の
は
本
に
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
を
調
べ
た
り
す
る
部

分
な
ん
で
す
。
農
家
に
あ
っ
た
行
事
と
い
う

の
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
の
意
味
も

き
ち
ん
と
し
て
い
る
。
高
齢
者
な
ら
誰
で
も

分
か
る
こ
と
が
、
そ
の
次
の
世
代
に
は
ほ
と

ん
ど
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

僕
な
ん
か
も
、
バ
イ
テ
ク
な
ど
の
勉
強
を

し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
実
は
こ
う
し
た
足

下
に
本
当
の
財
産
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
か
い
わ
れ
ま
す
が
、
訪
れ
た
人
に
そ
の

地
独
自
の
文
化
を
披
露
す
る
と
い
う
の
は
最

高
の
も
て
な
し
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
「
年
中
行
事
」
は
ほ
ん
の
一
端
で
、
農
業

と
い
う
世
界
に
は
本
当
に
魅
力
が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
ね
。

今
年
は
い
ま
ま
で
委
託
し
て
い
た
田
ん
ぼ

を
一
人
で
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
雑
穀
も
作
っ
て
み
た
い
。
ま
た

「
年
中
行
事
」
の
調
査
も
ま
だ
ま
だ
十
年
ぐ

ら
い
は
か
か
る
で
し
ょ
う
か
ら
。
え
？
　
中

学
生
時
代
か
ら
そ
ん
な
調
べ
も
の
を
す
る
な

ん
て
変
わ
り
者
で
す
か
？
　
い
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
み
ん
な
一
緒
じ
ゃ
お
も
し
ろ
く
あ

り
ま
せ
ん
し
、
変
わ
り
者
の
一
人
や
二
人
い

て
も
。（
笑
）

自らワープロ・カメラを操り、製本までこな
した「農家の年中行事」

自分でみそ造りもチャレンジ。みそ玉づくり
から始めたという凝りよう

かつてはどの農家でも作られた俵もいまでは
貴重な技術に。これももちろん長沢さん製

三
年
に
一
度
の
農
業
委
員

改
選
七
月
に
統
一
選
挙

今
年
は
三
年
ご
と
の
農
業
委
員
選
挙
が

行
わ
れ
る
年
に
当
た
り
、
会
長
か
ら
そ
の

意
義
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

【
農
業
委
員
選
挙
の
意
義
に
つ
い
て
】

会
長：

七
月
の
農
業
委
員
選
挙
は
、
全
国

の
六
割
を
超
え
る
市
町
村
で
行
わ
れ
る
重

要
な
選
挙
で
す
。
新
た
な
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
農
政
と
い
う
、
大
き

な
変
革
期
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
か

ら
、
そ
の
意
味
で
も
重
要
で
す
。

【
農
業
委
員
会
の
具
体
的
な
役
割
】

会
長：

役
割
と
し
て
は
優
良
農
地
の
確
保

と
有
効
利
用
、
農
業
の
担
い
手
の
育
成
と

構
造
改
革
の
推
進
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
成
果
が
見
え
る
よ
う
な
活
動
が
必

要
な
わ
け
で
、
地
域
農
業
の
再
編
に
向
け

て
、
実
践
的
な
活
動
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
率
先
し
て
行
動
す
る
人
材
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
女
性
の

選
出
も
期
待
し
た
い
で
す
ね
。
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まゆフラワー教室

教　室

6月～9月

期　間

第2・4土曜日

曜　日

13：30～

古文書教室 6月～9月 第3土曜日 10：00～

世界の踊り教室 6月～9月 毎週月曜日 19：30～

園芸教室 6月～9月 第4金曜日 13：30～

ウォーキング教室 6月～9月 第1月曜日 9：00～

陶芸教室 6月～9月 第1・3土曜日 13：30～

山歩教室 6月～9月 不定期

水彩画教室 6月～9月 第2・4水曜日 13：30～

民踊教室 6月～9月
第1木曜日
第3日曜日

19：00～
13：00～

初心者ダーツ教室 6月～9月 第2・4火曜日 13：30～

高齢者ダンス教室 6月～9月 毎週木曜日 10：00～

初級レクダンス教室 6月～9月 毎週金曜日 19：30～

親子焼物教室 6月～9月 第4土曜日 13：30～

わんぱく学園 6月～9月 第2土曜日 13：30～

時　間

公民館でおすすめの教室一覧
（6～9月分）

春もたけなわ、活動を開始するには最高の季節になりました。
各地区の公民館では、今年もざまざまな教室を開催しますので、

個人、家族、グループなど、奮ってご参加ください。
なお、詳しい内容などについては各公民館にお問い合せください。

日詰公民館 1672-3372 6672-3372 有線01-8942
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フレッシュコーラス教室

教　室

6月～9月

期　間

毎週火曜日

曜　日

19：30～

シェイプアップダンス教室 6月～9月 第1・2・3木曜日 10：30～

書道（昼）教室 6月～9月 第1・3火曜日 13：30～

書道（夜）教室 6月～9月 第1・3金曜日 19：30～

押し花教室 6月～9月 第2土曜日 13：30～

陶芸教室 6月～9月 毎週土曜日 13：30～

新舞踊教室 6月～9月 毎週火曜日 10：00～

健康体操（練功）教室 6月～9月 毎週金曜日 10：30～

カラオケ教室 6月～9月 第1・3木曜日 19：00～

詩吟教室 6月～9月 第2・3・4月曜日 19：00～

吟舞教室 6月～9月 第1・2土曜日 19：00～

国際情勢を聞く教室 6月～8月 第2金曜日 10：00～

歴史を知る教室 6月～8月 第2火曜日 13：30～

チビッコ絵画教室 6月～9月 第1・3木曜日 15：00～

大正琴（琴伝流）教室 6月～9月 第1・3火曜日 10：00～

時　間

洋裁教室

教　室

6月～9月

期　間

第2・4水曜日

曜　日

9：30～

和服着付教室 6月～9月 第2・4月曜日 9：30～

コールあづまね
（コーラス） 6月～9月

第2火曜日・
第4土曜日

19：30～

水中健康教室 6月～9月 第2・4木曜日 14：00～

陶芸教室 6月～9月 第2・4金曜日 13：30～

水泳教室 6月～9月 第1・3金曜日 19：00～

書道教室 6月～9月 第1・3月曜日 19：30～

時　間

古館公民館 1676-2323 6676-2323 有線01-2102

水分公民館 1673-8222 6673-8222 有線02-3524



日本画教室

教　室

6月～9月

期　間

第3月曜日

曜　日

9：30～

生け花教室 6月～9月 第4木曜日 11：00～

陶芸教室 6月～9月 第2・4火曜日 13：30～

表具教室 6月～9月 第2・4水曜日 10：00～

健康体操教室 6月～9月 第2・4木曜日 14：00～

カラオケ教室 6月～9月 第3水曜日 19：00～

時　間

織物教室

教　室

6月12日～

期　間

土曜日10回

曜　日

13：30～

中国語講座 6月14日～ 毎週月曜日 19：00～

パソコン教室（初心者編） 6月28日～7月2日 5回 18：30～

英会話講座（初級） 6月29日～ 毎週火曜日 19：30～

近代文学講座
「宮澤賢治を語る」 6月29日～9月 4回 10：00～

しわボランティア
スクールVIII 6月29日～10月 5回 10：00～

紫波平成大学 6月29日～11月26日 10：00～

時　間

木彫り教室

教　室

6月～9月

期　間

第3土曜日

曜　日

9：00～

生け花教室 6月～9月 第1金曜日 10：00～

ダンス教室 6月～9月 毎週金曜日 19：00～

着付教室 6月～9月 毎週火曜日 19：00～

時　間

洋裁教室

教　室

6月～9月

期　間

第4土曜日

曜　日

9：30～

川柳教室 6月～9月 第4土曜日 9：30～

コーラス教室 8月～ 毎週木曜日 20：00～

ご祝唄教室 6月～9月 第2金曜日 19：00～

押し花教室 6月～9月 第4火曜日 9：30～

高齢者写真教室 6月～9月 年6回 9：00～

時　間

志和公民館 1673-7111 6673-8384 有線03-5223

彦部公民館 1676-4670 6676-4670 有線01-6698

赤石公民館 1676-3999 6676-3999 有線04-6161

中央公民館 1672-3372 6672-3372 有線01-2922
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竹細工教室

教　室

6月～9月

期　間

毎週木曜日

曜　日

13：30～

レザークラフト（昼）教室 6月～9月 第2・4月曜日 13：30～

レザークラフト（夜）教室 6月～9月 第1・3月曜日 19：30～

草木染教室 6月～9月 月1回平日 9：30～

歴史を知る教室 6月～9月 月1回平日 13：30～

親子太鼓教室 6月～8月 6回 19：30～

レディース太鼓教室 6月～8月 6回 19：30～

シルバー太鼓教室 6月～8月 6回 15：30～

書道教室 6月～9月 第1・2火曜日 19：30～

民謡教室 6月～9月 月1回平日 19：30～

時　間

書 道 教 室

教　室

6月～9月

期　間

第1・3水曜日

曜　日

19：00～

歌 謡 教 室 6月～9月 第4水曜日 19：00～

園 芸 教 室 6月～9月 月1回 9：30～

表 具 教 室 6月～9月 月1回 9：30～

時　間

チビッコ民謡教室

教　室

6月～9月

期　間

第2・4火曜日

曜　日

19：00～

チビッコ踊り教室 6月～9月 第1・3土曜日 18：30～

詩吟教室 6月～9月 第2土曜日 14：00～

大正琴教室 6月～9月 毎月10日・20日 19：00～

和裁教室 6月～9月 毎週水曜日 19：00～

パッチワーク教室 6月～9月 第2・4金曜日 19：30～

組紐教室 6月～9月 毎週木曜日 9：00～

時　間

佐比内公民館 1674-2626 6674-2626 有線05-7337

公民館でおすすめの教室一覧

赤沢公民館 1676-3036 6676-3036 有線06-7952

長岡公民館 1676-3789 6676-3789 有線07-8226
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「
そ
ば
が
う
ま
い
と
か
ま
ず
い
と
か
、
そ
ん
な
こ

と
は
い
い
ん
で
す
よ
」

こ
れ
ほ
ど
評
判
の
そ
ば
を
作
り
出
し
た
本
人
と
は

思
え
な
い
言
葉
か
ら
、
玉
山
さ
ん
の
話
は
は
じ
ま
り

ま
し
た
。「
私
が
や
っ
て
い
る
の
は
い
わ
ば
『
運
動
』

な
ん
で
す
。
バ
ブ
ル
の
時
期
に
み
ん
な
自
分
さ
え
よ

け
れ
ば
と
い
う
考
え
が
ま
ん
延
し
て
い
た
で
し
ょ

う
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
、
自
分
が
生
き
て
い
る
社
会
や

従
業
員
、
そ
し
て
そ
ば
産
地
で
あ
り
な
が
ら
過
疎
化

が
進
む
中
山
間
地
域
へ
還
元
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け

な
い
ん
で
す
。
自
分
自
身
は
も
う
か
ら
な
く
て
も
い

い
。
ま
あ
ま
あ
な
暮
ら
し
が
で
き
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
そ
れ
よ
り
も
大
事
な
の
は
『
自
分
が
何

を
や
っ
て
い
る
の
か
、
自
分
が
生
き
て
い
る
価
値
と

は
何
な
の
か
』
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
」

自
ら
が
石
鳥
谷
の
農
家
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
る

た
め
、
農
業
に
は
人
一
倍
思
い
入
れ
が
あ
る
そ
う
で

す
。「
い
ま
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
加
工
品
と
い
う

の
は
ほ
と
ん
ど
田
や
畑
の
も
の
ば
か
り
で
す
よ
ね
。

例
え
ば
ギ
ョ
ウ
ザ
に
も
野
菜
は
必
要
で
す
し
、
お
に

ぎ
り
も
そ
う
。
こ
れ
か
ら
は
農
産
物
を
作
る
だ
け
で

な
く
、
加
工
品
と
い
う
新
し
い
農
業
を
考
え
な
き
ゃ

い
け
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
そ
し
て
環
境
や
健
康
面
も

重
要
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
開
発
が
立
ち

後
れ
た
よ
う
に
見
え
る
岩
手
県
と
い
う
の
は
、
こ
れ

か
ら
一
番
注
目
が
集
ま
る
県
に
な
る
は
ず
で
す
」

こ
れ
か
ら
福
岡
、
札
幌
、
東
京
、
大
阪
と
展
示
会

を
し
、「
運
動
」
に
参

加
し
て
く
れ
る
人
た

ち
を
捜
す
旅
に
出
る

玉
山
さ
ん
。「
私
は
技

術
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

岩
手
の
自
然
を
売
り

込
ん
で
い
る
ん
で
す
」

と
い
う
言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。

今回の達人：玉山清悦さん
「事務屋になったら店はだめになってしまいます。
現場に出て自分自身で仕事を大事にしている間は大
丈夫です」という「はらぺこ」店主兼「株式会社十
割そば」社長。東京に行くときもスーツは身につけ
ず普段着のまま。「田舎者には田舎者のやり方があ
るんです」

い
ま
や
町
の
名
物
的
食
事
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
国

道
４
号
沿
い
の
「
は
ら
ぺ
こ
」。
社
長
の
玉
山
清
悦
さ
ん
の
混

じ
り
け
の
な
い
十
割
そ
ば
を
機
械
で
打
つ
と
い
う
発
想
に
も
驚

か
さ
れ
ま
す
が
、
九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
の
八
十
店
舗
の
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
展
開
を
一
気
に
二
百
店
ま
で
の
ば
す
計
画
に
も
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。

国道４号沿いの店舗
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―
―
「
本
当
に
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
く
る

だ
ろ
う
か
」
と
ス
タ
ッ
フ
は
内
心
、
心
配
し
て

い
ま
し
た
―
―

創
刊
号
と
な
る
紫
波
町
民
バ
ン
ド
の
会
報
の

書
き
出
し
は
こ
ん
な
風
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
い
や
、
本
当
に
意
外
で
し
た
よ
」
と
語
っ

た
く
れ
た
の
は
会
長
の
阿
部
敏
博
さ
ん
。
わ
ず

か
広
報
の
一
回
き
り
の
お
知
ら
せ
で
三
十
三
名

も
の
参
加
申
し
込
み
に
ス
タ
ッ
フ
は
心
か
ら
喜

ん
だ
そ
う
で
す
。

紫
波
町
民
バ
ン
ド
の
構
想
は
い
ま
か
ら
十
年

以
上
前
の
昭
和
六
十
三
年
。
日
詰
小
学
校
の

「
父
母
の
会
」
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
―
―
子

ど
も
た
ち
も
卒
業
し
、
将
来
は
ど
こ
か
離
れ
た

場
所
で
暮
ら
す
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
帰
っ

て
き
た
と
き
、
何
か
参
加
で
き
る
よ
う
な
サ
ー

ク
ル
で
も
あ
れ
ば
―
―
そ
う
考
え
た
阿
部
さ
ん

た
ち
が
温
め
続
け
、
今
回
実
現
の
運
び
と
な
っ

た
の
で
す
。

「
と
に
か
く
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
ん
で
す
」

と
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
語
る
阿
部
さ
ん
。
高
校

生
か
ら
五
十
代
ま
で
と
幅
広
い
だ
け
で
な
く
、

プ
ロ
級
と
い
う
フ
ル
ー
ト
奏
者
か
ら
楽
器
経
験

が
な
い
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
で
も
な
ぜ
楽

器
経
験
が
な
い
ひ
と
が
？
　
「
裏
方
で
も
い
い

と
い
っ
て
参
加
し
て
く
れ
た
ん
で
す
が
、
基
本

的
に
み
ん
な
音
楽
が
好
き
な
ん
で
す
よ
。
で
す

か
ら
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
も
特
に
決
め
て
い
ま
せ

ん
。
指
導
し
て
く
だ
さ
る
笹
田
先
生
に
練
習
曲

を
決
め
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
と
に
か

く
一
緒
に
音
を
だ
し
て
い
く
の
が
楽
し
い
ん
で

す
よ
。
大
会
に
出
よ
う
と
か
そ
う
し
た
こ
と
は

二
の
次
。
ま
あ
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
ら
そ
の
う

ち
に
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
」

現
在
指
導
は
月
に
二
回
。
そ
れ
以
外
に
毎
週

木
曜
日
の
七
時
か
ら

九
時
ま
で
自
由
練
習

と
い
う
形
で
集
ま
っ

て
い
ま
す
。「
私
た

ち
は
会
が
軌
道
に
乗

っ
た
ら
裏
方
に
徹

し
よ
う
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
。
こ
の
会
は
私
た
ち
が
楽
し
む
た
め

だ
け
で
は
な
い
。
次
世
代
の
人
た
ち
が
楽
し
ん

で
く
れ
る
会
に
し
た
い
ん
で
す
。」

バ
ン
ド
が
結
成
さ
れ
る
と
楽
器
の
寄
贈
や
、

自
分
の
楽
器
を
提
供
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
が

続
出
し
、
温
か
い
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
そ
う

で
す
。
と
こ
ろ
で
何
か
目
標
と
か
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。「
ま
だ
正
式

に
決
め
た
わ
け
で
は
な

い
ん
で
す
が
、
七
月
末

に
行
わ
れ
る
日
詰
夜
市

に
出
て
み
よ
う
か
と
い

う
話
は
メ
ン
バ
ー
内
か

ら
出
て
い
ま
す
ね
」

も
し
か
す
る
と
腕
前

の
お
披
露
目
も
近
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

音出しのときはみんな真剣です

会長の阿部敏博さん。パートはギタ
ーとのこと

紫波町民バンド
10年以上「いつかはみんなでやろう」と

温められていたサークルが３月に始まりました。

それがいま話題の町民バンドです。

17 S H I W A  N E T

「紫波町民バンド」への入会方法
制限などはいっさいなし。月会費は
500円。木曜の練習の見学も可。入
会希望者は事務局の中央公民館1

672-3372 有線01-2922へ。

４月22日に行われた練習に参加したメンバー。明るく楽しい練習が
行われています



五
月
六
日
、
紫
波
中
央
駅
付
近
の
公
園
に
集

ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が

遊
ぶ
間
に
、
世
話
人
の
水
本
千
恵
子
さ
ん
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
育
児
で
ち
ょ
っ
と
暗

い
日
々
を
送
っ
て
い
る
お
か
あ
さ
ん
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
の
で
は
？

―
―
サ
ー
ク
ル
結
成
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

水
本
　
「
も
と
も
と
は
古
館
で
お
話
し
会
や
育

児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
『
ひ
よ
こ
ひ
ろ

ば
』
で
知
り
合
っ
た
人
た
ち
が
中
心
で
す
。
た

だ
、『
ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば
』
は
あ
ま
り
の
人
気
で

多
く
の
人
が
集
ま
る
た
め
、
せ
っ
か
く
参
加
し

て
も
話
し
足
り
な
か
っ
た
り
と
か
あ
っ
て
、
も

う
一
つ
の
集
ま
り
を
作
っ
て
み
た
か
っ
た
ん
で

す
。
そ
し
て
昨
年
秋
に
始
め
た
ん
で
す
が
、
三

月
で
子
ど
も
た
ち
が
幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
う

こ
と
に
な
っ
た
り
で
、
少
し
メ
ン
バ
ー
も
入
れ

替
わ
り
ま
し
た
」

―
―
実
際
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
ん
で

す
か
。

水
本
　
「
い
え
、
特
に
は
（
笑
）。
こ
う
や
っ

て
集
ま
っ
て
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
遊
ん
で
、
お
か
あ
さ
ん
た
ち
は
話
を
し

て
と
い
う
だ
け
で
す
ね
。
メ
ン
バ
ー
が
固
ま
っ

た
ら
そ
の
う
ち
何
か
は
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
―
―
私
自
身
育
児
で
ど
ん
ど
ん
暗
い
方
向
に

行
っ
た
時
期
が
あ
る
ん
で
す
。
で
も
外
に
出
て
、

み
ん
な
と
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
そ
れ
だ

け
で
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。
実
は
こ
の

メ
ン
バ
ー
で
集
ま
る
の
が
今
回
二
回
目
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
い
ま
は
ま
だ
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
」

―
―
お
か
あ
さ
ん
た
ち
の
話
と
い
う
の
は
相
談

と
か
で
す
か
。

水
本
　
「
最
初
は
雑
談
で
す
ね
。
テ
ー
マ
と
か

決
め
て
し
ま
う
と
み
ん
な
構
え
る
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
せ
い
ぜ
い
決
め
ご
と
と
い
う
と
、
メ
ン

バ
ー
を
『
○
○
ち
ゃ
ん
の
お
か
あ
さ
ん
』
で
は

な
く
名
前
で
呼
ぶ
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
ぐ
ら

い
で
す
か
ね
。」

―
―
名
前
で
呼
び
合
う
の
は
ど
う
い
う
理
由
で

し
ょ
う

水
本
　
「
私
だ
け
で
な
く
た
ぶ
ん
み
ん
な
感
じ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
単
な
る
知
り
合
い

で
は
な
い
、
友
達
で
も
な
い
仲
間
の
よ
う
な
気

が
す
る
ん
で
す
。
い
わ
ば
『
同
志
』
と
で
も
い

う
よ
う
な
。
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
と

よ
く
い
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が

新
し
く
紫
波
町
に
き
た
人
な
ん
で
す
よ
。
当
然

周
り
に
は
知
り
合
い
も
い
ま
せ
ん
し
。
だ
か
ら

電
話
と
か
で
よ
く
話
し
た
り
し
ま
す
ね
」

た
だ
話
し
て
い
る
だ
け
で
気
分
が
変
わ
っ
て

く
る
―
―
こ
れ
は
子
育
て
に
限
ら
ず
、
だ
れ
で

も
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
は
お
か
あ
さ

ん
た
ち
の
た
め
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
情
報
、
疑
問

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
「
紫
波
ネ
ッ

ト
」
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
何
か
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
」

で
は
な
く
「
何
も
し
な
い
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
サ
ー
ク
ル

〜
サ
ー
ク
ル
「
た
ま
ご
ひ
ろ
ば
」
を
訪
ね
て
〜

サ
ー
ク
ル
活
動
は
生
活
へ
の
潤
い
に
な
る
反
面
、
育
児
を
し
て
い
る
お
か
あ

さ
ん
に
と
っ
て
は
「
時
間
を
作
る
」
と
い
う
難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
す
。
今
回

訪
ね
た
「
た
ま
ご
ひ
ろ
ば
」
は
そ
う
し
た
「
制
約
」
を
で
き
る
限
り
少
な
く
し
、

自
然
体
で
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
し
た
。

「
た
ま
ご
ひ
ろ
ば
」
参
加
方
法

「
た
ま
ご
ひ
ろ
ば
」
は
、
制
約
を
作
ら
ず

自
由
に
集
ま
っ
て
情
報
交
換
を
す
る
サ
ー
ク

ル
で
す
。
現
在
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
興
味
が
あ
る
、
参
加
し
た
い
と
い
う
人
は

次
の
連
絡
先
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

古
館
公
民
館

1
６
７
６
ー
２
３
２
３

有
線
01
ー
２
１
０
２
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お別れのときには円陣をくみ歌で
さようなら。

楽しい昼ご飯



「
普
通
の
ト
マ
ト
と
育
て
方
は
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
」
と
い
と
も
簡

単
に
話
す
梅
澤
さ
ん
。
で
も
実
の
着
き
が
悪
か
っ
た
り
、
割
れ
て
し
ま

っ
た
り
と
い
う
失
敗
例
も
多
く
聞
き
ま
す
。「
ポ
イ
ン
ト
は
脇
芽
を
摘
む

こ
と
と
肥
料
で
し
ょ
う
ね
」。
脇
芽
と
は
本
茎
の
葉
の
根
本
か
ら
出
て
く

る
芽
の
こ
と
。
こ
れ
を
成
長
さ
せ
る
と
養
分
が
分
散
す
る
の
で
、
早
め

に
摘
み
取
る
こ
と
が
大
事
だ
そ
う
で
す
。
も
う
一
つ
大
事
な
の
が
肥
料
。

一
カ
月
に
一
〜
二
度
、
固
形
の
野
菜
用
肥
料
を
与
え
る
と
よ
い
と
の
こ

と
。ち

な
み
に
ミ
ニ
ト
マ
ト

は
連
作
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

毎
年
楽
し
み
た
い
場
合
は

土
を
変
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
プ
ラ
ン
タ
ー

で
育
て
る
場
合
は
、
深
く

大
き
な
物
が
丈
夫
に
育
つ

そ
う
で
す
。

「
産
直
に
出
し
て
い
る
ほ
か
に
友
人
に
も
分
け
た
り
し
て
い

ま
す
が
、
場
所
を
選
ん
で
植
え
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
ね
」
と

古
沢
さ
ん
。
栽
培
が
難
し
い
木
な
の
で
し
ょ
う
か
。「
い
や
、

も
と
も
と
が
川
沿
い
や
原
野
で
育
つ
木
で
す
か
ら
、
丈
夫
で
あ

る
と
は
思
う
ん
で
す
。
た
だ
と
て
も
大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、

後
々
を
考
え
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
ね
」

確
か
に
あ
ち
こ
ち
で
見
る
ネ
ム
ノ
キ
は
六
〜
十
メ
ー
ト
ル
も

の
樹
高
に
な
り
、
幹
周
り
も
巨
大
で
す
。
で
も
初
夏
に
野
を
彩

る
糸
の
よ
う
な
ピ
ン
ク
の
花
は
、
や
さ
し
げ
で
魅
力
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。「
長
年
育
て
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
」
と
古

沢
さ
ん
は
注
釈
を
つ
け
な
が
ら
「
新
芽
を
つ
け
る
前
に
せ
ん
定

し
て
あ
げ
れ
ば
好
み
の
樹
形
に
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
最

初
に
注
意
し
た
い
の
は
水
で
す
ね
。
根
を

つ
け
る
た
め
に
た
っ
ぷ
り
水
を
あ
げ
た
方

が
い
い
よ
う
で
す
。
根
さ
え
つ
い
て
し
ま

え
ば
、
冬
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
も

充
分
育
っ
て
く
れ
ま
す
よ
」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

古
沢
隆
男
さ
ん
（
北
田
）
に
聞
く

園
芸
店
で
は
手
に
入
ら
な
い

ネ
ム
ノ
キ
を
庭
木
と
し
て
育
て
る

福
祉
の
象
徴
と
し
て
知
ら
れ
る
ネ
ム
ノ
キ
で
す
が
、
意
外
に
も
園
芸
店
で
は
な
か
な

か
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
古
沢
さ
ん
は
そ
う
し
た
手
に
入
り
に
く
い
種
類
の
苗
木
を
赤
沢

の
産
直
に
出
し
て
い
る
人
で
す
。

梅
澤
完
一
さ
ん
（
赤
沢
）
に
聞
く

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
上
手
な
育
て
方

園
芸
店
に
も
野
菜
の
苗
が
い
ろ
い
ろ
出
回
る
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
な
か
で
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
の
が
ミ
ニ
ト
マ
ト
。
梅
澤
さ
ん
に

収
穫
を
増
や
す
方
法
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
い
ま
は
ま
だ
一
本
の
細
い
幹
だ
け
の
ネ

ム
ノ
キ
。
大
き
く
な
れ
ば
写
真
の
よ
う
に
か
わ
い
い

花
を
付
け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
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【ミニトマト】ナス科、１年草
《ポイント》
●日当たりがよく、花房は日の当たる方向に
●大きくなると倒れやすくなるので支柱を

《利用法》
●サラダやスープに。もし大量に作った場合には、
ジューサーで作る生ジュースがおすすめ。普通のト
マトよりも一段とフルーティーな味が楽しめます

【ネムノキ】マメ科、落葉高木樹
《ポイント》
●根がつくまでは水やりをかかさないように
●幹が大きくなるので地植えする場合は場所をよく
選んで

《花期》
●６～７月。ちなみに花に見えるのは雄しべの一部
で花糸

か し

とよばれるもの。
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紫波町“安心のシンボル・
キャッチフレーズ”募集
町では、安心な町・紫波町を象徴

するシンボルやキャッチフレーズを

募集しています。これは町民相互の

連帯を強め、自主防犯意識を高揚さ

せることにより、安全で住みよい町

づくりを住民自身の手で創造しても

らおうと行うものです。

X募集期間 ７月11日（日）まで

X応募資格 町に住んでいるか町内に

勤務している人

X募集内容 「安全で住みよい紫波町」

をイメージするシンボルマークおよ

びキャッチフレーズを各１点

X応募 １人各１点ずつで、「シンボ

ルマーク」はA4判サイズの白上質紙に、

「キャッチフレーズ」は官製はがきに

横書きで。いずれも裏面に住所、氏

名、年齢、職業、電話番号を記載し、

下記に郵送か直接持参。

X申込み・問合せ 生活環境課「紫波

町“安全のシンボル・キャッチフレ

ーズ”」募集係（消防安全係） 1672-

2111 内線153、154 有線01-8901

FAXで法務省の登記
インフォメーションサービス
法務省では24時間ファックスで登記

に関する情報を入手できる登記イン

フォメーションサービスを行ってい

ます。これは登記所の管轄や不動産

登記手続き、商業登記手続きに関す

る情報を音声ガイダンスに従い操作

し簡単に情報を受けられるものです。

Xファックス番号 6606-0230

岩手県立農業大学校研修科
農業専門研修を開催
岩手県立農業大学校では、実際の

農業に役立つものとして、農業者専

門研修（技術経営）を開催しています。

X研修科目および講師 「農村起業化

論」（講師　NBN代表　久木田禎一氏）、

「農業企業経営」（講師　菊池戦略経

営相談室長　菊池宏氏）

X受講者資格 誰でも参加可能。２講

座すべてまたは１講座の一部でも受

講できます。

X受講料 無料。ただし、資料代、お

茶代として１回300円必要

X受講申込 受講者定員は25名。先着

順で、定員になり次第締め切ります。

X申込・問合せ 岩手県立農業大学校

研修科　10197-43-2211 担当：菊池

美喜子、上野昭成

研修スケジュール

通訳できる人へ――警察活動にご協力ください

岩手県警察では、外国人からの事情聴取、在県する外国人の安全対策などの警

察活動に協力する通訳者を募集しています。英語を除く、特にスペイン語、中国

語をはじめとしたアジア地域の通訳ができる人を中心に募集しています。

県内在住で通訳を職業としている人や長年外国語を勉強している人、在外経験

をもっている人など、警察からの通訳依頼に協力できる人は、下記まで連絡をお

願いします。なお詳しい内容についての問い合わせも同時に受け付けています。

X申込み・問合せ

紫波警察署　生活安全課　1676-3341（内線332） 有線01-8901

岩手県警察本部　刑事部捜査第一課　国際・組織犯罪対策室

盛岡市内丸８番10号　1653-0110（内線5263）

中高年齢者のための職業生活設計セミナ－

盛岡人材銀行では、定年退職予定者や在職中の中高年齢者への再就職、職業生

活設計のための情報提供・相談援助のセミナーを開催します。受講は無料です。

X問合せ 盛岡人材銀行　1653-3257

５月21日（金） 雇用保険給付、厚生年金、医療保険給付

６月25日（金） 生涯生活設計

７月16日（金） 高齢者の健康管理

９月17日（金） 雇用保険給付、厚生年金、医療保険給付

10月15日（金） 高齢者の福祉と介護

11月19日（金） 生涯生活設計

12月17日（金） 高齢者の健康管理

１月21日（金） 生涯経済プラン、年金と税金

２月18日（金） 雇用保険給付、厚生年金、医療保険給付

３月17日（金） 定年退職・再就職の手続き、再就職と資格取得

セ
ミ
ナ
ー
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時
ま
で
）

農村起業化論
◆６月２日（水、8：50～12：00）

アグリビジネス論II

アグリビジネスの事例

◆６月16日（水、8：50～12：00）

アグリビジネス論III

岩手におけるアグリビジネスの

可能性

◆７月２日（水、8：50～12：00）

ビジネスプラン論I

ビジネスプランの作り方

◆７月21日（水、8：50～12：00）

ビジネスプラン論II

ビジネスプランの実践

農業企業経営
◆５月21日（金、8：50～12：00）

財務諸表のしくみ

◆５月28日（金、8：50～12：00）

収益性、活動性分析

◆６月11日（金、8：50～12：00）

安全性、生産性分析

◆６月18日（金、8：50～12：00）

実存企業の経営分析

◆７月２日（金、8：50～12：00）

収益計画のたて方

◆７月16日（金、8：50～12：00）

長期経営計画のたて方
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平成11年度地域安全運動
ポスター・標語の募集
(社)岩手県防犯協会連合会・岩手県

警察本部・(財)岩手県暴力団追放県民

会議では平成11年度の地域安全運動の

ポスターと標語を募集しています。

X課題 ポスターの部：1自転車盗難

防止　2少年非行防止・薬物乱用防

止　3暴力追放　4その他（ひったく

りにご用心・銃器根絶・悪質商法対

策など）

標語の部：1自転車盗難防止　2少年

非行防止・薬物乱用防止　3暴力追

放（※1自転車盗難防止は岩手県独

自の課題です。ほかは全国募集の課

題と同じです）

X応募規定 ポスターの部：●未発表

の作品であること　●作品にスロー

ガン（キャッチコピー）の文字が入

らないこと　●作品の裏面に、住所、

氏名、年齢、職業または学校名を明

記すること

標語の部：●未発表の作品であること

●郵便はがきかはがき大のものに縦

書きで　●作品には、住所、氏名、

年齢、職業または学校名を明記する

こと　●応募は一人５点まで１枚の

用紙に記入（学校の場合は適宜まと

めてください）

X締切 ６月23日（水）

X応募先・問合せ 〒028-3390日詰字

西裏23-1 生活環境課　消防安全係

1672-2111 内線153 有線01-8901

第16回東根山登山
参加者募集
第16回を数える東根山登山への参加

者を募集しています。今回は抽選で

ラ・フランス温泉館の入場券が当た

るお楽しみ企画も用意されています。

X日時 ６月12日（土）、8：30集合、

9：00出発。小雨決行

X参加料 一人200円

X申込締切 ６月７日（月）

X集合場所 ラ・フランス温泉館（公

園駐車場）

Xコース 温泉館から東根山頂まで往

復７km（頂上までの所要時間２時間

30分）

X注意事項 ●持ち物：昼食・雨具・

帽子・軍手・着替え　●参加資格

健康な方（家族・グループ大歓迎、

ただし小学生低学年は父兄同伴）

X申込み・問合せ 水分公民館　1673-

8222 有線02-3524 中央公民館

1672-3372 有線01-2922

大腸がん検診の申込は
お早めにどうぞ
５月24日～６月29日まで町内全地区

で大腸がん検診を行います。詳しい

日程は５月広報カレンダーをご覧く

ださい。

X対象 40歳以上の人

X申込先 長寿健康課　1672-2111

内線6124 有線01-8974

地域活性化アドバイザー
支援事業のご案内
県では、中小企業への支援として

具体的、実践的に指導する地域活性

化アドバイザーを企業に派遣してい

ます。ISOの認証取得など企業単独で

は解決が難しい諸問題、専門的知識

を必要とする技術の向上など、さま

ざまな経営課題への対応を支援する

ため、各分野の専門家を直接企業に

派遣するものです。

X支援対象者 県内に工場、商店など

の事業所をもち、以下のいずれかに

該当する中小企業

●ISO9000シリーズ等の認証取得を行

おうとする中小企業者（ISO14001、

HACCPの認証取得も該当）

●経済の構造変化に対応し、経営の

改善を図ろうとする者

●創業期における諸問題の解決を図

ろうとする者

●その他経営力並びに技術力の総合

的な向上を図ろうとする者

X申込期限 ５月28日（金）

X申込み・問合せ 県商工労働観光部

経営金融課　工業診断班（似内）、商

業診断班（小野寺） 〒020-8570盛岡

市内丸10-1 1651-3111 内線2925、

2924 6623-5178

紫波町役場1672-2111

氏　名 生年月日 住　所 職　業 種別

漆沢　勝也 昭和53年７月16日生 片寄字寺田5番地2 農大生 二級

阿部香菜子 昭和53年５月16日生 北田字大地田26番地 農大生 二級

横沢　大樹 昭和53年12月14日生 桜町字下川原73 農大生 二級

根子　　匡 昭和53年７月13日生 二日町字田中前23番地 農大生 二級

谷地舘　満 昭和53年７月28日生 宮手字谷地舘18番地 農大生 二級

吉田　貴浩 昭和53年９月29日生 赤沢字下岡田29番地1 農大生 二級

岩手県農業機械士認定要項（昭和58年４月15日制定）第７の規定により次の皆さんが農業機械士とし

て認定されました。農業機械士は農業機械の適正導入、効率利用および農作業安全などについて、先

導的な立場で実践する人を認定したものです。 （敬称略）
平
成
十
年
度
の

農
業
機
械
士
が
認
定
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中高生社会参加活動も今年で16年目を迎えました。社会参加活

動は地域の皆さんや文化、自然などとのふれあいをとおし、地域

社会の一員としてより健全な中高生を育てようというものです。

各地区一体となり、時代のニーズに応える青少年の体験学習の場

を創っていきましょう。そして地域のみんなで力を合わせ、よき

伝統を築き上げましょう。

6月5日（土）、午後2：00から
は中学生の皆さんの活動日
６月５日の２：00からは中学生の皆さんの活動日になります。あ

らかじめ自主活動（年３回以上）を考えて参加しましょう。（左表）

ご父兄の皆さんへ
各地区で育成会研修会が開催されます
６月５日の「コミュニティの日」の前に、社会参加活動の協力

者である指導者、世話人の育成会研修会が開催されますので、選

ばれた皆さんは各地区の研修会に参加してください。

X問合せ先 町教育委員会社会教育課1672-2111 内線6226 有線01-8941

紫波一中学区
◆日詰地区‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥中央公民館

◆古館地区

上町地区（1、2、9、10区）‥‥上町公民館

下町地区（3、4、18区）‥‥‥下町公民館

十日市地区（5、6区）‥‥‥‥十日市公民館

十日市地区（13区）‥‥‥‥中田集会所

十日市地区（14区）‥‥‥‥古館公民館

中陣地区（7、8区） ‥‥‥‥中陣公民館

前郷地区（11区）‥‥‥‥‥前郷公民館

前郷地区（12区）‥‥‥‥‥古館公民館

桜田地区（15、16、17区）‥桜田公民館

◆赤石地区‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥各自治公民館

紫波二中学区
◆彦部地区‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥彦部公民館

◆星山地区‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥星山小学校

◆佐比内地区‥‥‥‥‥‥‥‥‥佐比内公民館

◆赤沢地区‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥赤沢公民館

◆長岡地区‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥長岡公民館

紫波三中学区
◆水分地区‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥水分公民館

◆上平沢地区・片寄地区‥‥‥‥志和公民館

対　　象 日　　時 会　場

紫波一中学区（古館） ５月17日（月） 古館公民館

紫波一中学区（赤石） ５月18日（火） 赤石公民館

紫波一中学区（日詰） ５月19日（水） 中央公民館

紫波二中学区（長岡のぞき） ５月20日（木） 彦部公民館

紫波二中学区（長岡） ５月21日（金） 長岡公民館

紫波三中学区 ５月22日（土） 志和公民館

指導者、世話人の育成会研修会

６月５日「コミュニティの日」会場

地域・家庭・学校が一体となって

紫波町中高生社会参加活動を推進

青少年アメリカ国際交流キャンプ＆ホームステイ

青少年オーストラリア研修

青少年シンガポール研修

青少年カナダボランティア交流

イギリス語学研修

カナダ生活体験＆英会話研修

アメリカ・ボストン語学研修

オーストラリア生活体験＆学校訪問

中
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の
事
業

青少年カナダキャンプ

サイパン南の島生活体験ホームステイ

オーストラリア生活体験ホームステイ

アメリカインディアンキャンプ＆ホームステイ

オーストラリアエアーズロックへの旅

小
学
生
か
ら

参
加
で
き
る
事
業

中１～高３

中２～高３

中２～高３

中２～高３

中２～高３

中２～高３

中２～高３

中２～高３

小５～高３

小５～中３

小５～中１

小５～高３

小５～高３

35人

30人

20人

18人

28人

20人

20人

15人

22人

25人

15人

20人

25人

（財）国際青少年研修協会では、平成11年

度の夏期海外派遣事業に参加希望の小・中・
高校生を募集しています。この派遣事業は、
諸外国の青少年との共同生活や共通体験を目
的としたキャンプや学校生活、交流事業、家
庭滞在を行うもので、民族・文化・言語など
を乗り越えた共感を学ぶものです。なお、観
光旅行ではありませんので、選考された場合
には必ず参加となりますので、事前によく確
認した上、応募してください。

X申込先 （財）国際青少年研修協会
〒160-0004東京都新宿区四谷2-11大村ビル3階

103-3359-8421

603-3354-2207

子どもたちに諸外国の青少年との交流を　～平成11年度夏期海外派遣事業募集～
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国民年金保険料の支払いは
便利な口座振替をご利用ください
国民年金の第１号被保険者の保険料は、毎月本人が直
接納めるしくみになっています。このためつい忘れがち
になり、未納期間が発生することがあります。このこと
で老齢基礎年金が減額されたり、障害基礎年金を受けら
れないこともあります。
毎月の国民年金保険料を忘れずに納めるために口座振
替をおすすめします。
町指定の金融機関の窓口でお申し込みください。

国民年金には免除制度があります
自営業や農業従事者、学生などの第１号被保険者は、

国民年金の保険料を毎月納めることになります。それに
よって将来の老齢基礎年金をはじめ、万が一のときに障
害基礎年金や遺族基礎年金が受けられます。
しかし所得の減少などで、保険料を納めることが難し
い場合もあります。そのようなときは、保険料の納付が
免除になる制度がありますので、町の年金係にご相談く
ださい。
また学生の場合は免除の基準が緩やかになっています。
親元の所得などで判断しますが、ぞれぞれの状況により
基準が違います。学生の住民票のある市町村で相談して
ください。
免除の承認は、申請のあった月の前月から年度末の月
まで行われますので、５月末日までの申請ですと１年分
の免除承認が可能です。免除に該当すると思われる場合
は５月末日までに申請してください。
■問合せ　町民課年金係1672-2111 内線146、147

有線01-8900

４月１日付で、行政相談委員に花篭
陽太郎さん（彦部字竹原133-4、1674-

2537）が総務庁長官から委嘱されまし
た。（委嘱期間：平成13年３月31日まで）
行政相談委員は、役所や公団などが

行っている仕事についての苦情や意見
を受けて、その解決を促進するととも

に、皆さんの声を行政運営の改善に役
立てる仕事をします。
国の役所の仕事をはじめ、県や市町

村が国から委任されたり、国の補助金
を受けて行っている仕事について、困
っているやこと納得のいかないこと、
要望したいことなどがありましたら、

気軽にご相談を。
相談はいっさい無料

で、秘密は守られます。
花篭さんは、自宅や

電話のほか、毎月１回、
町総合福祉センターで
行われる心配ごと相談
会で相談に応じます。
詳しい日程は
町総合福祉センター
1672-3258

有線01-2105

にお問い合せください。

総務庁長官から委嘱の
行政相談委員に花篭陽太郎さん

お詫びと訂正
広報紫波4月号において22ページ

の「まちのぶんげい」の短歌に誤り
がありました。
稲藤　細田まことさんの作品は

親戚に病気に臥ゐる人あれば

話鳴るたびこころの騒ぐ

ではなく

親戚に病気に臥ゐる人あれば

電話鳴るたびこころの騒ぐ

が正しい短歌でした。
訂正しおわび申し上げます。

紫波町役場1672-2111

善意の窓
◆町立上平沢小学校平成10年度第123

回校卒業生の保護者代表小野昭夫さ

んは、校舎図画木製パネル1枚（12,000

円相当）を町立上平沢小学校に

◆平成10年度町立日詰小学校卒業生

は、紅白幕2張（100,000円相当）を町

立日詰小学校に

行政相談委員の花篭陽太郎さん



紫波ネット 24

満
開
の
桜
の
下
で

城
山
さ
く
ら
ま
つ
り
＆

地
酒
ま
つ
り
開
催

四
月
二
十
五
日
、
恒
例
と
な
っ
た
城
山
さ
く

ら
＆
地
酒
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日

の
天
気
予
報
で
は
雨
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

風
が
強
い
程
度
で
、
多
数
の
町
民
が
桜
と
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

民
謡
・
歌
謡
大
会
、
日
詰
シ
ャ
イ
ニ
ー
メ
イ

ツ
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
に
続
い
て
行
わ
れ
た

地
酒
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
町
内
の
醸
造
元
の
代

表
の
ほ
か
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ン
製
造
元
と
特
別

出
店
と
な
っ
た
宮
守
ビ
ー
ル
の
宮
守
村
長
も
列

席
し
、
周
辺
市
町
村
と
の
交
流
も
図
ら
れ
ま
し

た
。
会
場
内
で
は
初
め
て
味
わ
う
と
い
う
宮
守

ビ
ー
ル
の
「
わ
さ
び
エ
ー
ル
」（
わ
さ
び
を
使
用

し
た
発
泡
酒
）
も
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
話
題
と
な
る
ミ
ス
、
ミ
セ
ス
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
プ
チ
の
各
お
静
は
次
の
よ
う

に
決
ま
り
ま
し
た
。

ミ
ス
お
静
　
　
工
藤
枝
理
さ
ん
（
盛
岡
市
）

ミ
セ
ス
お
静
　
星
川
美
穂
さ
ん
（
二
日
町
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
静
　
松
村
安
佐
子
さ
ん

（
二
日
町
）

プ
チ
お
静
　
小
川
真
知
子
ち
ゃ
ん
（
二
日
町
）

各
お
静
の
発
表
会
後
に
は
、
紫
波
ひ
め
隊
が

踊
り
と
餅
つ
き
を
披
露
し
、
つ
き
た
て
の
お
餅

が
調
理
さ
れ
会
場
に
配
ら
れ
ま
し
た
が
、
あ
っ

と
い
う
間
に
二
百
人
分
ほ
ど
が
な
く
な
る
人
気

ぶ
り
で
し
た
。

最
後
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
も
ち
ま
き
大

会
。
公
園
事
務
所
の
屋
根
か
ら
、
町
長
を
は
じ

め
、
ミ
ス
・
ミ
セ
ス
の
お
静
や
関
係
者
が
投
げ

る
餅
に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

1紫波ひめ隊の餅つき後の振るまい風景　2インターハイの100日前推進大会も開催

3利き酒には大勢の人がチャレンジ　4子どもたちには的当てゲームを用意　5最後

の餅まきは大いに盛り上がりました　6美人揃いのお静さんたち

6 5

1

2

3

まちで見つけた出来事を写真とともにご紹介します

4
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「
ご
み
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」

直
後
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

四
月
十
一
日
、
町
内
い
っ
せ
い
の
ク
リ
ー
ン

紫
波
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝
か
ら
好
天
に

恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
午
前
六
時
か
ら
七
時
と

い
う
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
が
参

加
し
、
冬
の
間
に
放
置
さ
れ
た
ご
み
や
枯
れ
草

を
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
ご
み
ポ
イ

捨
て
禁
止
条
例
も
施
行
さ
れ
る
の
で
、
い
ま
ま

で
以
上
に
き
れ
い
な
町
に
な
る
の
で
は
」
と
期

待
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

地
道
な
活
動
が
認
め
ら
れ

日
本
道
路
公
団
か
ら
感
謝
状

志
和
町
第
一
町
内
会
（
佐
々
木
嘉
一
郎
会
長
）

は
、
平
成
元
年
か
ら
紫
波
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

料
金
所
周
辺
の
花
壇
づ
く
り
や
清
掃
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
十
年
間
に
及
ぶ
奉
仕
活
動
が

認
め
ら
れ
、
四
月
十
九
日
、
志
和
町
第
一
公
民

館
で
日
本
道
路
公
団
東
北
支
社
（
古
道
正
雄
支

社
長
）
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り

ま
し
た
。

十
年
間
で
紫
波
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
利
用

し
た
車
は
五
十
二
万
台
を
超
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
町
内
会
が
行
っ
た
奉
仕
活
動
に
は
、
延
べ
千

二
百
人
が
参
加
し
た
こ
と
に
な
り
、
き
れ
い
に

整
理
さ
れ
た
花
壇
は
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

防
犯
連
絡
委
員
に

委
嘱
状
交
付
と
研
修
会

新
し
い
防
犯
連
絡
委
員
八
十
六
人
が
決
ま
り
、

四
月
十
日
、
中
央
公
民
館
で
委
嘱
状
交
付
式
と

研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

委
嘱
状
交
付
式
で
は
委
嘱
状
の
交
付
の
あ
と
、

紫
波
町
防
犯
協
会
会
長
で
も
あ
る
藤
原
孝
町
長

と
紫
波
警
察
署
の
滝
田
忠
州
署
長
か
ら
激
励
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
研
修
会
へ
。

研
修
会
で
は
防
犯
連
絡
所
の
役
割
の
ほ
か
、

紫
波
警
察
署
管
内
の
犯
罪
発
生
状
況
な
ど
も
説

明
さ
れ
、会
場
は
緊
張
感
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

防
犯
連
絡
委
員

（
敬
称
略
、
任
期
は
二
年
で
平
成
十
三
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
）

日
詰
地
区

◆
長
谷
川
聖
一
◆
大
関
正
一
◆
熊
谷
富
生
◆
高

橋
新
一
◆
平
井
祿
郎
◆
堀
内
喜
八
郎
◆
畠
山
嘉

吉
◆

橋
數
男
◆
北
條
定
初
◆
鎌
田
俊
◆
堀
内

幸
広
◆
岡
市
誠
◆

橋
智
男
◆
藤
原
清
治
◆
赤

川
一
夫

古
館
地
区

小
川
　
夫
◆
常
石
茂
◆

橋
榮
一
◆
戸
塚
秀
一

◆
佐
藤
修
次
◆
初
貝
裕
◆
長
谷
川
文
昭
◆
鷹
觜

紀
美
枝
◆

橋
温
◆
山
田
茂
◆
田
中
勲
◆
石
川

勝
弘
◆
小
原
三
男
◆
佐
藤
敬
一
◆
上
野
光
正
◆

谷
村
誠
一
◆
長
谷
部
幸
子
◆
大
江
俊
明

水
分
地
区

浅
沼
克
男
◆
坂
本
好
司
◆
藤
原
修
一
◆
門
前
久

之
進
◆
中
村
利
隆
◆
菊
池
　
志
◆
鷹
木
光
雄

志
和
第
一
地
区

細
田
恒
男
◆
小
田
中

治
◆
淺
沼
允

志
和
第
二
地
区

細
川
茂
◆
藤
尾
東
泉
◆
浦
田
博
夫
◆
佐
藤
廣
志

◆
高
田
節
子

志
和
第
三
地
区

鷹
觜
守
司
◆
羽
生
春
夫
◆
中
田
勉

赤
石
地
区

佐
藤
久
　
◆
簗
田
忠
◆
武
田
之
成
◆
長
谷
川
久

男
◆
高
橋
満
◆
荒
木
田
弘
一
◆
長
谷
川
良
三
◆

畠
山
貢
◆
箱
崎
勝
紀
◆
箱
崎
良
行
◆
佐
藤
皚
◆

高
橋
勝
男
◆
菅
原
幸
雄

彦
部
地
区

栃
澤
博
夫
◆
佐
々
木
時
夫
◆
佐
藤
美
彦
◆
佐
藤

正
八
◆
菊
池
勝
司

佐
比
内
地
区

田
面
山
保
◆
沼
田
伸
一
◆
梅
津
孝
二
◆
山
下
栄

悦
◆

橋
裕

赤
沢
地
区

吉
田
繁
作
◆
吉
田
茂
美
◆
藤
原
雄
二
◆
松
坂
　

◆
遠
山
憲
雄
◆
中
村
勇
一
◆
山
田
喜
一
◆
澤
田

健長
岡
地
区

佐
々
木
壯
一
◆
北
田
等
◆
沢
田
雅
勝
◆
佐
々
木

好
克
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氏
　
　
名
　
（
住
　
所
）

届
出
人

藤
代
紗
羽
希

さ

わ

き

（
佐
比
内
）

利
　
雄

橋
　
　
毅
つ
よ
し

（
佐
比
内
）

千
　
二

阿
部
　
竜
大

た
つ
ひ
ろ

（
高
水
寺
）

浩
　
明

高
橋
志
桜
里

し

お

り

（
南
日
詰
）

幸
　
二

小
菅
　
　
源げ
ん

（
桜
　
町
）

勉

黒
沢
　
竜
史
り
ゅ
う
じ

（
二
日
町
）

清
　
史

谷
地
　
春
香
は
る
か

（
小
屋
敷
）

和
　
也

佐
藤
　
加
菜
か

な

（
日
　
詰
）

文
　
俊

高
田
　
美
奈
み

な

（
日
　
詰
）

繁

平
舩
　
尚
貴
な
お
き

（
高
水
寺
）

敏
　
幸

大
沼
　
瑞
姫
み
ず
き

（
南
日
詰
）

秀
　
逸

藤
尾
　
若
葉
わ
か
ば

（
平
　
沢
）

芳
　
彦

清
瀬
　
茉
紋
ま
あ
や

（
中
　
島
）

剛
　
志

福
田
　
大
輔
だ
い
す
け

（
高
水
寺
）

晴
　
文

藤
倉
　
　
睦
あ
つ
し

（
高
水
寺
）

学
　

水
本
　
佳
那

か

な

（
陣
ヶ
岡
）

善
　
隆

藤
尾
　
香
月
か
づ
き

（
二
日
町
）

幸
　
信

小
田
中
　
嵐

あ
ら
し

（
上
平
沢
）

威

氏
　
　
名
　
（
住
　
所
）

父
　
母

坂
下
　
泰
弘
　
（
中
　
島
）

雄

菊
池
　
貴
子
　
（
滝
沢
村
）

匠

平
舘
　
仁
志
　
（
山
　
屋
）

清
　
人

種
森
　
茂
子
　
（
石
鳥
谷
町
）

喜
代
三

佐
藤
　
賢
一
　
（
中
　
島
）

武
　
雄

六
岡
　
美
緒
　
（
盛
岡
市
）

康
　
光

川
村
　
賢
二
　
（
片
　
寄
）

春
　
夫

金
澤
　
由
起
　
（
滝
沢
村
）

義
　
宏

氏
　
名
　
年
齢
（
住
　
所
）
届
出
人

佐
々
木
良
光
　
59
（
佐
比
内
）

薫

松
岡
三
榮
子
　
52
（
片
　
寄
）

勇

水
堂
　
平
治
　
67
（
稲
　
藤
）
誠
一
郎

赤
澤
　
サ
ダ
　
86
（
日
　
詰
）
幹
　
男

石
杜
　
長
八
　
89
（
佐
比
内
）
忠
　
一

加
藤
　
義
孝
　
91
（
二
日
町
）
茂
　
夫

柳
沢
　
勘
助
　
87
（
南
伝
法
寺
）

清

中
川
　
征
郎
　
93
（
佐
比
内
）
敬
　
氏

田
村
サ
カ
エ
　
77
（
紫
　
野
）
喜
　
市

橋
　
　
貢
　
67
（
稲
　
藤
）
力
　
也

及
川
　
ク
ニ
　
63
（
二
日
町
）

橋
新
太
郎
　
75
（
二
日
町
）
十
　
一

小
田
中
マ
ツ
　
95
（
上
平
沢
）
由
　
男

佐
藤
　
ハ
ツ
　
89
（
彦
　
部
）
勘
右
ェ
門

北
條
　
昌
雄
　
82
（
北
日
詰
）

佐
藤
　
重
信
　
80
（
平
　
沢
）
重
　
雄

中
沢
　
チ
ヤ
　
71
（
犬
吠
森
）
千
代
春

澤
田
　
　
勉
　
68
（
山
　
屋
）
敏
　
彦

袰
綿
　
信
雄
　
86
（
彦
　
部
）
キ
　
ノ

滝
浦
ハ
ツ
ヨ
　
88
（
南
日
詰
）
利
　
男

遠
山
満
左
右
　
91
（
日
　
詰
）
健
　
介

阿
部
タ
ケ
子
　
65
（
日
　
詰
）
久
　
美

佐
藤
　
龍
夫
　
71
（
大
　
巻
）
順
　
友

阿
部
　
好
英
　
68
（
稲
　
森
）
博
　
光

菊
池
　
慶
吉
　
55
（
二
日
町
）
ユ
ウ
子

佐
藤
キ
ク
ヨ
　
83
（
彦
　
部
）
安
　
雄

藤
原
　
サ
ミ
　
78
（
赤
　
沢
）
隆
　
男

北
條
　
節
子
　
49
（
日
　
詰
）
保
　
見

秀
逸
　
初
蝶
の
来き

し
や
何
色
や
は
り
白

（
南
伝
法
寺
）
兼
平
よ
し
え

評

高
浜
虚
子
の
名
作
「
初
蝶
来く

何
色
と
問
ふ

黄
と
答
ふ
」
を
踏
ま
え
て
、
黄
色
の
蝶
を
期
待

し
た
が
、
普
通
の
白
い
蝶
だ
っ
た
。

佳
作

初
蝶
や
村
に
還
ら
ぬ
兵
の
墓

（
平
　
沢
）
藤
尾
　
艶
子

佳
作

海
越
え
し
ロ
イ
の
便
り
と
初
蝶
来く

（
中
　
島
）
大
原
　
秀
子

入
選

初
蝶
の
ひ
ら
ひ
ら
校
門
出
入
り
し
て

（
犬
吠
森
）
小
野
寺
礼
子

入
選

点
滴
の
部
屋
に
蝶
々
迷
い
込
む

（
犬
　
渕
）
一
戸
　
一
秀

入
選

参
道
の
馬
の
墓
裏
蝶
生
る

（
上
平
沢
）
齊
藤
　
静
子

入
選

露
座
仏
の
御
肩
借
り
て
蝶
憩い
こ

ふ

（
南
伝
法
寺
）
熊
谷
や
え
の

入
選

初
蝶
や
老
ひ
の
足
元
も
つ
れ
つ
つ

（
中
　
島
）
山
崎
　
将
美

入
選

し
ば
ら
く
は
蝶
の
行
方
を
追
ひ
に
け

り
　
　
　
（
上
平
沢
）
城
戸
美
江
子

入
選

シ
ー
ソ
ー
の
吾
子
の
背
に
つ
と
蝶
止

ま
り
　
　
（
桜
　
町
）
小
原
久
美
子

入
選

風
吹
い
て
蝶
が
お
へ
や
に
ひ
ら
ひ
ら

と
　
（
片
寄
小
五
年
）
畠
山
　
知
代

題
　
六
月
＝
植
田
　
七
月
＝
虹に

じ

特
選
　
雪
の
田
の
い
づ
こ
と
も
な
く
泥
匂
ふ

沈
黙
の
わ
が
吐
息
さ
な
が
ら

（
二
日
町
）
千
葉
　
英
雄

評

雪
の
田
が
幾
分
溶
け
は
じ
め
て
い
る
田
の

ほ
と
り
に
何
処
か
ら
と
も
な
く
匂
っ
て
く
る
泥

の
香
。
そ
の
沈
黙
の
さ
ま
が
自
分
の
吐
息
の
様

だ
と
い
う
作
。

秀
逸

去
年
花
の
休
み
し
万
作
黄
の
た
ち
て

待
ち
待
つ
心
ほ
の
か
に
満
た
す

（
二
日
町
）
鈴
木
レ
イ
子

評

去
年
は
花
が
咲
か
な
か
っ
た
万
作
。
今
年
は
咲

い
て
欲
し
い
と
待
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
黄
色
が
目

立
っ
て
来
て
待
っ
て
い
た
気
持
を
素
直
に
云
っ
た
作
。

佳
作

白
壁
の
落
書
き
見
れ
ば
嫁
ぎ
ゆ
く
娘

の
幼
な
日
が
よ
み
が
え
る

（
上
平
沢
）
浅
沼
　
久
夫

佳
作

病
院
の
九
階
の
窓
広
く
し
て
闇
に
あ

か
り
の
点
々
と
増
す

（
稲
　
藤
）
細
田
ま
こ
と

佳
作

一
日
の
暖
に
開
き
し
水
仙
の
花
夕
暮

に
鮮
や
か
に
見
ゆ

（
中
　
島
）
山
崎
　
将
美

特
選
　
満
た
さ
れ
た
心
に
風
も
温
か
い

（
東
長
岡
）
半
田
　
さ
ち

評

風
も
心
に
吹
く
。
句
も
温
か
い
。

秀
逸

気
が
か
り
な
風
は
胃
壁
を
ぼ
ろ
ぼ
ろ

に
　
　
　
（
日
　
詰
）
森
田
　
嗣
子

秀
逸

春
と
い
う
風
に
心
も
着
替
え
す
る

（
星
　
山
）
半
田
　
浩
美

秀
逸

い
い
調
子
丁
寧
に
風
の
向
き
変
え
て

み
る
　
　
（
上
平
沢
）
生
内
ア
イ
子

佳
作

春
風
を
笑
顔
に
な
れ
ぬ
花
粉
症

（
日
　
詰
）
葛
岡
ヒ
デ
子

佳
作

風
の
絵
を
描
い
て
見
て
も
黒
い
色

（
北
日
詰
）
北
見
　
城
山

佳
作

生
甲
斐
は
桜
吹
雪
の
中
に
佇
つ

（
南
伝
法
寺
）
細
川
　
清
一

佳
作

吹
く
風
に
喜
ぶ
少
女
の
髪
が
跳
ね

（
中
　
島
）
山
崎
　
将
美

佳
作

窓
開
け
て
風
の
流
れ
を
替
え
て
み
る

（
稲
　
藤
）
細
田
ま
こ
と

佳
作

布
団
ほ
し
夫
婦
の
風
を
和
ま
せ
る

（
片
　
寄
）
畠
山
　
　
聡

佳
作

命
と
は
何
風
に
問
う
ゴ
ミ
の
山

（
日
　
詰
）
内
川
　
茂
子

題
　
六
月
＝
足
す
　
七
月
＝
会
費

人口の動き
◆平成11年４月30日現在（前月比）◆

人　口 33,120人（ー10人）
男 15,913人（ー 8人）
女 17,207人（ー 2人）
世　帯 9,214世帯（＋27世帯）

●１年前は（今年との差：増分）
人　口 32,694人（426人）
男 15,757人（156人）
女 16,937人（270人）
世　帯 8,955世帯（259世帯）

短
　
歌
【
菅
原
照
子
・
選
】

川
　
柳
【
熊
谷
岳
朗
・
選
】

俳
　
句
【
吉
田
一
路
・
選
】

お
誕
生

お
め
で
と
う

ご
結
婚

お
め
で
と
う

お
く
や
み

申
上
げ
ま
す

平
成
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
受
け
付
け
分
か
ら
、

町
に
住
所
の
あ
る
人
を
届
け
出
の
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

あなたの作品をお寄せ下さい。毎月20日までにハガキで役場広報まで。



―
―
施
行
後
、
約
一
カ
月
経
っ
た
わ
け
で
す
が
、

菅
原
さ
ん
か
ら
見
て
、
何
か
変
化
は
あ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

菅
原
　
「
ご
み
は
確
実
に
少
な
く
な
り
ま
し
た

ね
。
四
月
十
一
日
に
ク
リ
ー
ン
紫
波
運
動
が
行

わ
れ
て
町
全
体
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
が
、

昨
年
と
比
べ
て
も
、
き
れ
い
な
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
ね
」

―
―
で
は
ほ
と
ん
ど
ご
み
は
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

菅
原
　
「
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
（
笑
）。
あ
く

ま
で
昨
年
と
比
べ
て
と
い
う
こ
と
で
す
」

―
―
ど
う
い
う
種
類
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
か
。

菅
原
　
「
缶
や
ビ
ン
な
ど
の
飲
み
物
の
ご
み
が

一
番
目
に
つ
き
ま
す
ね
。
そ
れ
と
問
題
な
の
が

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
品
物
を
入
れ
て

も
ら
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
。
中
を
見
て
み
る
と
カ

ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
か
ら
ビ
ン
か
ら
缶
か
ら
一
緒
に

な
っ
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
」

―
―
そ
の
捨
て
方
に
特
徴
と
か
あ
り
ま
す
か
。

菅
原
　
「
見
て
い
る
と
夕
方
や
夜
に
車
か
ら
捨

て
て
い
く
よ
う
で
す
ね
。
捨
て
ら
れ
た
場
所
を

見
る
と
徒
歩
で
来
る
よ
う
な
所
で
は
な
い
で
す

し
、
車
の
助
手
席
か
ら
と
し
か
思
え
な
い
。
そ

れ
と
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
場
所
と
い
う
の
が
な

ぜ
か
カ
ー
ブ
な
ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
人
に
見
ら

れ
な
い
よ
う
な
所
で
捨
て
て
い
く
」

―
―
実
際
に
捨
て
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

菅
原
　
「
一
度
だ
け
捨
て
よ
う
と
し
た
の
は
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
に
看

板
が
あ
っ
た
た
め
捨
て
ず
に
持
ち
帰
っ
て
い
ま

し
た
。
町
内
に
は
浸
透
し
て
き
た
と
思
い
ま
す

が
、
問
題
は
町
外
か
ら
の
通
行
車
両
で
す
。
も

っ
と
町
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
モ
ラ
ル
の
向
上
が
カ
ギ
だ
と

思
い
ま
す
」
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ご
み
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
効
果
は
？

〜
ご
み
ポ
イ
捨
て
監
視
員
　
菅
原
利
夫
さ
ん
に
聞
く
〜

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
ご
み
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
。

施
行
か
ら
約
一
カ
月
経
っ
た
五
月
上
旬
に
、
道
路
や
広
場
な
ど
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
、

ご
み
ポ
イ
捨
て
監
視
員
の
一
人
、
菅
原
利
夫
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
に
関
し
て
の

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
を
実

践
す
る
サ
ー
ク
ル
、
ま
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
地
区
や
企
業
な
ど
、
身
近
な

エ
コ
ロ
ジ
ー
＆
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
紫
波
ネ
ッ
ト
「
一
番
身
近
な
リ
サ
イ
ク
ル
＆

エ
コ
ロ
ジ
ー
」
係
　
〒
０
２
８
―

３
３
９
０
　
紫

波
町
日
詰
字
西
裏
23
番
地
１

四
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
委
嘱
状
の
交
付
式
。
藤
原
町
長
か
ら
「
美
し
い
紫
波

町
の
景
観
を
後
世
に
残
す
た
め
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
さ
れ
て
い

ま
し
た

腕
の
緑
の
腕
章
が
監
視
員
の
印

菅
原
利
夫
さ
ん

冷蔵庫に詰めすぎないようにしましょう
（電力を4～5％余分に消費します）

地球温暖化防止のため



編集後記
◆天気予報の降水確率は40パーセントで下げ止ま
り、担当が変わった年は荒れるジンクスはやはり
本当かと思われた桜まつりも、全山をピンクの霞
で被った桜花と記録的な人出で幕を閉じました。
桜も酒も楽しむことなく下山した多くのスタッ

フとボランティアに支えられた春の一大イベント。
皆さんんの真剣な姿が桜をより美しくするととも
に、紫波の印象をさらに良くしていることを実感
しました。

（小田島）

水
分
神
社
に
て

春
の
息
吹
を
感
じ
る

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
か
ら
北
へ
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
。
左
手
の
鳥
居
が
水
分
神
社
の
参

道
入
口
だ
。
ゆ
る
や
か
な
登
り
坂
を
奥
に
進

む
と
、
途
中
か
ら
う
っ
そ
う
と
し
た
ス
ギ
が

両
脇
を
囲
む
。
木
々
の
間
か
ら
差
し
込
む
陽

光
は
、
何
か
し
ら
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
か
も

し
出
す
。
そ
し
て
た
ど
り
着
く
の
が
神
社
境

内
。
こ
こ
に
は
参
道
以
上
に
見
事
な
ス
ギ
木

立
が
傘
の
よ
う
に
空
を
お
お
っ
て
い
た
。
昭

和
五
十
七
年
、
町
指
定
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
た
十
七
本
の
ス
ギ
た
ち
だ
。
根
元
の

周
り
に
は
雑
草
に
混
じ
っ
て
山
菜
も
顔
を
の

ぞ
か
せ
て
い
る
。
ま
さ
に
春
爛
漫
。
仕
事
に

疲
れ
た
ら
、
こ
こ
で
大
自
然
の
偉
大
さ
に
浸

っ
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

水分神社 
（撮影地） 

ラ・フランス 
温泉館 

稲
荷
街
道 
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町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

【
紫
波
ネ
ッ
ト
発
行
に
当
た
っ
て
】

町
広
報
が
新
年
度
の
四
月
よ
り
、

「
紫
波
ネ
ッ
ト
」と
な
っ
て
内
容
を

一
新
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
広
報

の
堅
さ
を
な
く
し
、出
来
る
だ
け
多

く
の
情
報
の
提
供
を
目
的
と
す
る

た
め
で
す
。ま
た
町
の
各
出
先
か
ら

発
行
し
て
い
た
広
報
関
係
も
、
今
回

の
紫
波
ネ
ッ
ト
と
お
知
ら
せ
版
に

集
約
い
た
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
変

更
は
暮
ら
し
に
役
立
つ
広
報
と
な

る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で

す
。今

後
、
町
民
の
方
々
に
モ
ニ
タ

ー
を
お
願
い
し
、
よ
り
充
実
し
た
内

容
に
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
た
い
し
ま
す
。

（
藤
原
　
孝
）


